
経歴（採用６年目）

2017年度～

ある日のスケジュール

朝コミ、スケジュール・メールチェック

2021年度～ 農林水産部 水産振興センター 増殖部

2020年度～ 農林水産部 農業経済課 団体検査班

2018年度～ 農林水産部 農業経済課 調整・六次産業化班

農林水産部 水産漁港課 調整・振興班

2014年度～ 民間企業【鮮魚の販売担当・競り人】

08:20 出勤
08:30
08:40 試験区毎のトラフグ稚魚の体長・体重測定
10:30 トラフグ稚魚曳き網調査
12:00 昼休み
13:00 トラフグの育成状況確認
16:30 飼育・調査データまとめ
17:00 翌日の準備
17:15 退庁

農林水産部 水産振興センター 増殖部
研究員　青柳　辰洋

Ｑ　現在どんな仕事を担当していますか？

トラフグやアユの稚魚をつくる技術開発に従事しています。特にト

ラフグでは、海に放流した稚魚がどの程度生き残り、水揚げ量に反

映しているかを把握するための調査も担当しています。

県職員を目指している方へメッセージ

水産の研究職は、資源調査・対策、種苗生産や放流技術の開発など、

生き物相手、自然相手の部分も多いので簡単にはいかないこともあ

りますが、その分、手応え、やりがいも大きいです。

一緒に秋田県の水産を盛り上げましょう。

Ｑ　仕事でやりがいを感じることは？　

計画どおりの稚魚を生産できたとき、試験の目標を達成することが

できたときにやりがいを感じます。特に、市場調査の際、漁獲物の

中に放流魚を見つけた際の嬉しさは格別です。

Ｑ　入庁前のイメージと違ったことは？

稚魚の試験飼育など施設内での業務をイメージしていましたが、海

でトラフグの稚魚を網で捕まえたり、魚市場で調査をするなど実際

には現場での調査も多いことが驚きでした。

水　産

Ｑ　休日や退庁後の過ごし方は？

根っからの魚好きなので、県外の水族館へも旅行を兼ねて出かける

ことがあります。また、最近は趣味のイラストを描いたりもしてい

ます。

※掲載事項は2023年1月末時点のものです。


